
サバサバ国際商業見本市
“ジャパンパビリオン”

主な事業内容

− 業界及び市場リサーチ
− アフリカビジネスモデル事業開発
− ビジネスマッチング、パートナー選定、交渉支援
− サプライチェーン構築、マーケティング立案
− 中古自動車輸入を初めとする貿易業務
− アフリカにおける経営戦略立案及び実施支援、並びに組織・体制 / 
情報システムに関わるコンサルティング業務事業戦略

− 企業の買収・合併(M&A)に関わる戦略的提言及び仲介業務

社名 East Africa Sales Promotion (TZ)LTD,

所在地 Acacia Estates Offices, 1st Floor, Plot Number 84, 
Kinondoni Road, DSM, Tanzania

私書籍 P.0 Box 33359 DSM, Tanzania

創業 2007年

代表取締役 金城拓真

資本金 5,000,000円（日本円換算）

会社概要

お問合せ先 ： info@easpg.com

0

500

1000

1500

2000

2500

タンザニア ケニア ウガンダ ルワンダ

直接投資額（FDI）の比較

2012 2013 2014 2015

タンザニアとは

(単位USD100万 )

EASP提供可能
サービス一覧

￮ 顧客開拓 ￮ 新規代理店発掘
￮ 販売促進 ￮ 新規取扱商品の発掘
￮ 新製品の PR ￮ 企業･ブランドの PR 
￮ 既存の代理店･販売店の支援
￮ 技術提携先の発掘 ￮ 市場調査･情報収集
￮ 現地販売・製造拠点の設立 など

Point!!2017年度の様子

タンザニアは東アフリカに位
置する国です。アフリカ諸国
の中でも著しい成長を誇り、
2016年度は6.6%を記録し
ました。一人当たりのGDPも
970㌦と今後の成長がますま
す予想されています。

（タンザニア、ダルエスサラーム港）

また、右の図からもわかるように、東アフリカ諸国に比べ
ても、タンザニアへの他国からの期待がうかがえます。そ
れは、国際港であるダルエスサラーム港があること、東ア
フリカの中でも5000万人という最大の人口を誇ること、そ
して治安が比較的安全なことがあげられています。

(出所)国連貿易開発委員会

◆完成度の高いジャパンパビリオン

◆2017年度出展企業様たち

◆パビリオン内の様子

特に2017年度は各企業様がブース
の装飾にこだわっており、ジャパ
ンパビリオンとしての一体感を持
ちつつ、とても鮮やかでそれぞれ
の企業色が際立ったジャパンパビ

リオンとなりました。

2017年は全13社の日系企業様に出
展頂きました。それぞれの企業様は
タンザニアマーケットを目指す良き
仲間として切磋琢磨されておりまし
た。出展企業様同士でもビジネスを
始められたところもありました。

サバサバ会場の中でジャパンパビリオンがある場所は、メインゲートを入っ
てすぐ左手に位置する最高の立地です。タントレード(注1)がジャパンパビリ
オンのために毎年この場所を押さえてくれています。タンザニア政府のジャ
パンパビリオンへの期待がうかがえます。

タントレード(注1)によると22万人も
の来場者があるというサバサバ。
ジャパンパビリオンには毎年タンザ
ニア人はもちろんのこと、欧米やア
ジア圏の方々も多く訪れ、ジャパン
パビリオンに集まる多種多様な企業
とのビジネス機会を求めています。

（会場：The Mwalimu J.K.Nyerere Trade Fair Ground）

拡大図
すると…

（注1）サバサバを運営する政府機関の一つ
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